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あけましておめでとうございます
本年も利用しやすい「れきみん」を目指

します
◇ 全館にエアコンが設置され、夏場・冬場も快適に観

覧できるようになりました。

◇ 年度末にトイレを改修し、多目的トイレを設置する

予定です。

◇ 常設展の充実を図ります（新展示や配布用展示解説を

増やします）。

〈新展示 相生湾での真珠養殖〉
１階展示室に、かつて相生湾で行われていた真珠養殖の資料を新

たに展示しました。資料は中島家［相生３丁目］から寄贈されたもので、養

殖された真珠、天秤（重さを測る道具）、ノギス（大きさを測る道具）、ゲージ（大きさごとに選別
てんびん

するためのふるいにかける道具）などがあります。

相生湾での真珠養殖

県水産試験場の調査の結果、相生湾でも養殖可能との判断が

示され、これを受けて神戸真珠養殖会社が 1956 年（昭和 31）
から養殖に乗り出しました。これは技術面の未熟さから失敗に終わ

りましたが、翌 1957 年（昭和 32）年、中島富三氏（故人）が養殖を始め

ました（神戸新聞記事 1960.1.14）。 真珠養殖資料の展示

中島家は三重県四日市市の専門家から指導を受けていたと伝えられて

います。同家は 1960 年代前半（昭和 30 年代後半）に養殖から撤退しましたが、その後も漁

協により養殖は続けられました。

1967 年（昭和 42）に重油流出事故があり、真珠の筏に重油が付着し被害を受けたと報

じられており（神戸新聞記事 1967.7.13）、この頃まで養殖が続けられていたことがわかり

ます。

真珠養殖作業所（中島家寄贈写真） 真珠養殖 筏 （中島家寄贈写真）
いかだ

（橋本一彦・中濱久喜）



◇ 「トライやる・ウィーク」の体験場所として、兵庫県立大学附属中学校生徒３名を受

け入れました（11月10日～12日）。体験で学んだことをポスターにして表してくれまし

たので、一部を紹介します。他の作品については、館内に掲示・配架しています。


